
令和７年度　学校評価報告書（後期）

１　教育目標

２　学校経営方針

３　重点努力目標

 
４　アンケート・自己評価　※黄色の塗りつぶしは大村市共通の質問項目です。

R7前期 R7後期 R7前期 R7後期 R7前期 R7後期

1 教育目標の具現化

本校は、「自分で考え　正しく動く生徒の育成」を
行っている。

91 85 ↓ 78 87 ↑ 93 100 ↑

・保護者及び教職員のポイントが上昇している。学級だよりの保護者の感想にも
「考動」という言葉が記述されているなど、浸透していることがうかがえる。生徒
のポイントが下降したのは、２学期からさらに高いレベルでの「考動」ができるよ
う、「動きながら考える」「動いた後に考える」生徒像を掲げたので、生徒自身が
冷静に評価したものと思われる。次年度も継続して向上させる。

2 積極的生徒指導

本校は、温かく生徒に寄り添い、正しく成長させよ
うとする生徒指導を行っている。

86 80 ↓ 76 81 ↑ 100 97 ↓

・生徒指導部会での情報共有や問題行動に対する対応を検討し、共通実践すること
ができた。また、保護者の悩みに寄り添い、ＳＣやＳＳＷとの相談活動につなげる
ことができたことが、保護者のポイントの上昇につながったと考える。今後も保護
者との信頼関係を強固なものにして、共に子供を育てる体制づくりをしていく。

3 情報公開

本校は、学校だより、ホームページ、tetoruでの配
信等をとおして情報公開を行っている。

94 94 - 97 97 - 100 100 -

・学校だよりのホームページへの掲載やtetoruでの配信のほか、学校行事を中心に
ホームページ上に学校の様子を公開したので、アクセス数が伸びた。次年度は、さ
らに内容を充実させ、学校の情報公開を積極的に行う。また、生徒が発信するしく
みを整備していく。

4 いじめ対策

本校は、いじめの早期発見や防止のために対策を
行っている。

67 62 ↓ 68 72 ↑ 97 97 -

・生活アンケートや教育相談を実施し、生徒理解を深められるように取り組んだ。
そこで得た情報を学年部会で共有し、学年で組織的に指導する体制で当たることが
できた。また、保護者の不安を取り除くことができるよう、学級担任が保護者と密
に連絡を取り合った。生徒のポイントが下降しているので、次年度は教育相談のあ
り方について、時期や日程を含めて検討し、充実したものにしていく。

5 不登校対策

本校は、不登校及び不登校傾向の生徒・保護者に寄
り添い丁寧に対応を行っている。

83 77 ↓ 75 77 ↑ 100 97 ↓

・不登校及び不登校傾向の生徒について、タッチ登校やＳＳＲ（校内教育支援セン
ター）をはじめ、一人一人に応じて対応している。ＳＳＲでは個別学習が可能なの
で、利用者も増えてきている。また、保護者との連絡を密にして、寄り添った対応
を行っている。次年度は、保護者との信頼関係のもと、さらに相談活動を充実さ
せ、早期に対応できる体制を築く。

6 教科指導
本校の職員は、学力の基礎・基本を身につけさるた
めに「わかる授業」を行っている。

86 81 ↓ 63 63 - 100 100 -

・校内研修では、研究授業のほか、教職員の授業参観期間を設定した。気軽に授業
を参観し、授業後に助言や感想を述べ合うなど、自由に学び合う雰囲気を醸成する
ことができた。他教科の指導を自分の教科に生かすことができた。次年度もそうし
た雰囲気を大切に、「わかる授業」づくりの研修を行っていく。

7 家庭学習

本校の生徒は、平日２時間以上の家庭学習（塾や家
庭教師を含む）を行っている。

52 55 ↑ 33 39 ↑ 13 11 ↓

・今年度は単元テストを実施したが、より継続的な学習が求められたため、家庭学
習の時間が増え、生徒・保護者共にポイントは上昇している。教職員のポイントの
下降については、家庭学習がテストの結果に結びついていないと実感しているとこ
ろにある。単元テストについては、保護者、教職員、生徒からのアンケートや詳細
な分析を行い、その検証をして、次年度につなげていく。

8 特別支援教育

本校は、一人一人の特性を把握して、個に応じた教
育活動を行っている。

71 62 ↓ 51 53 ↑ 77 78 ↑

・特別支援部会において、各学年の支援を要する生徒についての情報交換及び対応
を協議している。外部機関とも積極的に連携を図り、保護者との関係を大切にしな
がら、適切な対応を行っている。個別の支援計画等の作成も終わり、次年度に向け
てさらに支援を充実させる。ポイントが低いのは、そうした活動が見えていないこ
とが要因と考える。本校の支援体制を今後は周知していく。

9 ＩＣＴ活用

本校は、タブレット端末等のＩＣＴ機器を活用した
教育活動を行っている。

86 82 ↓ 76 83 ↑ 83 92 ↑

・どの教科もタブレット端末を活用した授業を行っている。また、ＡＩドリルを課
題として出したり、小テスト等に利用したりしている。冬季は感染症対策として、
集会をリモートで行うなど、活用の幅も広い。校内研修では、教職員の資質向上を
目指し、講師を招いてExcel研修を行ったことも、教職員のポイントが上昇してい
る要因である。次年度もこうした取組を充実させる。

10 学力調査活用

本校は、全国学力・学習状況調査や長崎県、大村市
の学力調査を活用した教育活動を行っている。

84 83 ↓ 63 72 ↑ 70 70 -

・各学力調査の分析資料をもとにして、各教科で授業改善を行っている。本校の校
内研究は教職員の資質向上を主題とし、若手を中心に研究授業を実施した。保護者
のポイントに比して、教職員のポイントが上昇していないのは、学校全体としての
取組が浸透しなかったことが挙げられる。次年度は、研究部を中心として、共通実
践のもとしっかり取り組んでいく。

11 人権教育
本校は、人権学習や平和学習、道徳教育等をとおし
て、人権意識を高める教育活動を行っている。

92 87 ↓ 81 81 - 93 92 ↓

・１月中旬を人権週間として、各学年ごとに人権学習に取り組み、その後全校で人
権集会を実施した。第２学年では外部講師を招き、人権講話を行った。生徒のポイ
ントが下がっているのは、平和集会が悪天候のため中止となったことやこのアン
ケートの時期が人権週間の取組前であったことが要因と思われる。しかし、人権に
ついては、学校のあらゆる教育活動で学習する機会を作っていく。

12 図書館教育
本校は、図書室やミライｏｎ図書館を活用した教育
活動を行っている。

42 51 ↑ 34 40 ↑ 47 56 ↑

・１１月下旬から１２月にかけてを読書月間として、読書や本に関するイベントを
行った。また、読書集会では、ミライon図書館から講師を招き、講話をしていただ
くなど、連携を図ることができた。また、３年生ではビブリオバトルを実施し、読
書への興味関心を高めることができた。このことから若干数値が上がっている。し
かし、特に２年生において、図書室利用をはじめ貸出冊数が少ない状況にある。図
書室を本校の読書活動の中心として、さらに充実させていく。

13 健康教育
本校は、各教科の授業や学校給食等をとおして、体
力向上や健康増進、食育等の取組を充実させてい
る。

90 85 ↓ 71 81 ↑ 80 89 ↑

・給食残量０の取組を、全職員の共通理解のもと、給食委員会を中心に全校で行っ
た。その効果は大きく、大幅な減量に成功した。特に３年生は顕著であったので、
３年生の数値は９２ポイントであったが、学年が下がるごとにポイントが下がっ
た。減量の成果を生徒に周知すれば、ポイントは上がったと考えられる。冬季はイ
ンフルエンザ感染者が多かったので、感染症対策を含めた健康増進の取組を家庭と
連携して推進する。

14 安全教育
本校は、各教科の授業や避難訓練等をとおして、交
通安全や災害対応等についての取組を充実させてい
る。

92 89 ↓ 74 78 ↑ 97 92 ↓

・避難訓練は３回実施した。火災や地震だけでなく、不審者対策の訓練も行った。
生徒のポイントが下がっているが、訓練等を自分事として捉えられていない面があ
る。地域からは登下校の際のマナーについての指摘を受けている。通学路は交通量
が多いので、整備の要望をしている。また、スクールアドバイザーを活用するなど
して、交通安全の意識を高める。

15 ふるさと教育

本校は、ふるさと（校区・大村・長崎）の歴史や文
化を学ぶ学習を充実させている。

78 75 ↓ 74 82 ↑ 77 92 ↑

・１年生は総合的な学習の時間に、校区の歴史や文化等を学ぶふるさと学習を行っ
た。フィールドワークを通して、地域を身近に感じることができた。学年が上がる
につれ、肯定的なポイントが上昇している。次年度は、地域人材を活用した講座な
どでより充実した学習活動にしていく。

16 地域貢献活動

本校は、職場体験学習や地域行事等への参加をとお
して、地域に貢献しようとする生徒の育成を行って
いる。 87 87 - 87 91 ↑ 100 97 ↓

・３年生は総合的な学習の時間の一環として、起業の学びを通して、地域に貢献す
る「桜フェス」を開催した。大変盛況で、３年生の肯定的なポイントは９５ポイン
トであった。地域と学校を結びつけるイベントとして、次年度以降も開催予定であ
る。地域貢献活動も延べ１２０人以上の参加で、生徒の地域に対する思いを育む一
助となった。職場体験学習は時期も含め、検討していく。

17 多様性の尊重

本校は、多様性（ダイバーシティ）に配慮した教育
活動を行っている。

77 72 ↓ 63 67 ↑ 87 78 ↓

・多様性については、特別支援や人権の側面からのアプローチによる教育活動がで
きなかったので、教職員のポイントが下がり、生徒も連動して下がっている。次年
度は組織的な取組ができるよう協議するとともに、学校行事などでも多様性に配慮
した内容になるようにしていく。

18 国際理解教育

本校は、国際理解の充実を図る教育活動を行ってい
る。

75 66 ↓ 49 52 ↑ 57 61 ↑

・ＡＬＴ掲示板は、３名のＡＬＴが工夫を凝らして自国の文化や歴史などを紹介
し、生徒にも親しみやすいものとなっている。また、授業でもＡＬＴがプレゼン
テーションを行い、生徒の興味関心を高めることができた。しかし、生徒のポイン
トが下降しているので、次年度は、英語科担当を中心にさらに取組を充実させる。

19 ＡＬＴの活用

本校は、英語の授業を中心として、ＡＬＴ（外国語
指導助手）を活用した教育活動を行っている。

87 77 ↓ 78 82 ↑ 100 97 ↓

・３名のＡＬＴが配置され、英語科でＡＬＴを活用した授業を行っている。特にパ
フォーマンステストやコミュニケーション活動ではＪＴＥのサポートのために欠か
せない存在である。配置の関係で同一ＡＬＴによる継続的な授業ができないことも
あり、生徒のポイントも下がっていると考える。次年度もＡＬＴを積極的に活用
し、本校の英語教育を活性化させる。

郷
土
教
育
の
充
実

社
会
の
変
化
へ
の
対
応

学
校
運
営

学
力
の
保
障

心
の
教
育
の
充
実

大村市立桜が原中学校

領域 項　目 質　問　内　容 分析及び改善策

健
康
・
安
全
教
育
の
充
実

NO.

　○令和７年度学校教育目標
　　・「 考動　～ 自分で考え　正しく動く　生徒の育成 ～　」
　
　○引き継がれている教育目標
　　・「 咲かそう  こころの花　 知恵の花　 健康の花 」
　　　　こころの花（徳：思いやりあふれる心）　　 　　 ⇔　友愛
　　　　知恵の花　（知：自ら考え、創り、解決する力）　⇔  探求
　　　　健康の花　（体：粘り強くたくましい体）　　　　⇔  明朗

　○日本国憲法、教育基本法に示された精神を遵守し、長崎県及び大村市の教育方針に基づき、生徒、保護者、教職員、地域の
　　方がそれぞれ次のように思う学校になることを目指して教育活動を展開する。

　　・生徒が「行きたい」と思い、保護者が「行かせたい」と思う、魅力ある学校
　　・教職員が「やりがいがある」「本校の一員で良かった」と思う、誇りある学校
　　・地域の方が「応援したい」「共に子供を育てたい」と思う、開かれた学校

　友 愛　 ①自己有用感をもたせ、自己教育力を身に付けさせる。
　　　　　②人を思いやる気持ちを育て、冷やかしやからかい、いじめのない学校にする。
　　　　　③互いに切磋琢磨しながら成長する集団（学級、学年、生徒会、部活動）にする。

　探 求　 ①学習規律を身に付けさせ、家庭学習を充実させる。
　　　　　②夢や目標を明確にし、進んで学びに向かう態度を育成する。
　　　　　③物事を筋道を立てて考えたり、説明したりする力を身に付けさせる。

　明 朗　 ①明るく元気な挨拶にあふれる学校にする。
　　　　　②各学校行事に真剣に取り組ませ、達成感を味わわせる。
　　　　　③安全教育、健康教育、食育をとおして命の尊さを重んじさせ、命を輝かせる。

アンケート結果

（肯定的割合　％）

生徒 保護者 教職員


